
サンゴ礁生態系保全行動計画フォローアップ会議開催要綱(案) 
 
１． 目的 

「サンゴ礁生態系保全行動計画」（以下「行動計画」という。）に基づき、

保全行動を推進していくために、各行動の取組状況の点検・見直し及び行

動計画を効果的に推進するために必要な情報共有を行うため、「サンゴ礁生

態系保全行動計画フォローアップ会議」（以下「会議」という。）を設置す

る。 
 

２． 検討事項 
（１）行動計画の取組の進捗状況の点検に関すること（注１） 
（２）行動計画の策定から５年程度後の見直しに関すること（注２） 
（３）行動計画を推進するために必要な情報共有に関すること（注３） 
（４）その他、行動計画の効果的な推進に必要な事項 
 

３． 構成 
会議は、事務局から依頼されたサンゴ礁生態系及びそれに関連する事項に

専門的知識を有する委員の他、関係府省庁、関係自治体をもって構成する。

任期は原則として単年度とするが、再任は妨げない。 
 

４． 運営 
（１）会議に委員長を置き、委員の互選により選出する。 
（２）委員長は議事を進行する。 
（３）委員長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員がその職

務を代理する。 
（４）委員長は必要に応じて、関係者等に出席を要請することができる。 
（５）会議は、原則公開とし、議事については議事要旨等で記録を残し、

公開するなどして情報公開を図る。 
 

５． 事務局 
（１）会議の事務局は、環境省自然環境局が務める。 
（２）事務局運営は環境省自然環境局から事務局運営業務を受託した者が

行うことができる。 
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６． その他 
上記に定めのない事項で、会議の運営に必要なものについては別に定める。 

 
     
注１）現在の行動計画に記載されている取組の実施状況を確認・共有するとともに、記載

されていない新たな課題等についても抽出し、それらの改善に向けた議論を行う。現

状の把握や課題の抽出に当たっては、各地におけるモニタリングサイト 1000 の結果

や社会経済的な動向など適切な指標も参考にする。 
注２）次の行動計画のための議論を行う 
注３）関係府省庁・自治体からの情報共有を期待するとともに、サンゴ礁に関する諸問題

について委員らに説明してもらい、現状や課題を再認識する勉強会のような場にする

ことも想定。この目的のため、年２回開催する場合、そのうちの１回は地方で開催す

ることについても検討する。 
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